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１− 3育てて作ろう。
①藍を育てて藍染めをしよう。
○温かい地方では、２月中旬ごろから、寒い地方では雪が消えた４月ごろに、土に石灰をまいて種をまく。
○７月から９月ごろまで、葉でたたき染め、生葉染めができます。生葉染めはとても簡単。ミキサーで、水を入

れ細かく砕いた汁に、染めたい布（そのままでも、ゴムや糸で絞り染めにしてもいい）を入れるとみるみる染
まる。やわらかい青色に染まる。

○葉をつんで、どんどん乾燥した葉を作り、水を入れて煮て、その汁に炭酸ナトリウム、ハイドロサルファイト
ナトリウムを加えると、濃い色の染めものができ、T シャツ、ジーンズの染めなおしもできる。染めをくりか
えすとどんどん濃い色にすることもできる。

○教材集めの情報
　農文協：アイの絵本（そだててあそぼう 18）
○参考　　　　
　「藍」は徳島を連想させるような植物名です。
　藍染め等の草木染めは、日本でも古くから大事にされてきました。
　藍を糸口に「紅花」（べにばな）、茜（あかね）のような色を連想させる美しい日本語を、自然体験活動を関連
　させ定着させたいものです。
　また、各地の風土に根付いた，郷土を代表する植物を大切にしたいものです。
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②コウゾを育てて紙を作ろう。
○山、川岸、林にはコウゾが沢山あります。
　初夏の実がなったあとの種を集めて、その種をまく。
○コウゾは、１年でどんどん大きくなります。
○たくさんのばした枝を切って皮をむき、皮をはがして炭酸ナトリウムを加えて煮る。
○よくたたいて繊維を砕き、さらにミキサーで細かくする。
○習字用の筆巻きやのり巻きすだれの上にたいらにのばして干す。

③森の木を調べて森を育てよう。
○森で遊び、その森の木の種類を知る。
○どんぐりやブナなど、その森の種をひろう。
○ポットやプランターに種をうえる。
○芽がでて、10 センチメートル位に育ったら、森に移植する。
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2　自然観察

２−１野外探検をしよう。四季の探検。
①四季の草花遊びをしよう。
１、ねらい
　普段外に出たがらない子どもたちの目を野外に向ける。見過ごしにしてきた動物植物の生きざまを見る。い
い気分になる。みんなとけっこうの距離を歩く。子どもたちはだんだんとその魅力に取り込まれ目と体と心が
外に向いていく。
　季節ごとに歩くと、木や草や鳥・虫・空等の様子の変化もわかり、いろいろな物に関心を持つと同時に、生
きた地域の総合把握をしていくようにもなる。いろいろな活動の材料さがしにもなり、また、歩くことの少な
い現代の子らのくらしの中で、体幹の筋肉をつけ子どもたちの体を発達させていく大切な取り組みでもありま
す。
安全対策　交通事故の危険はないか。森、土手等、放射線量が高くないか事前に調査する。

２−２川で遊ぼう。
①川の生きもの調べよう。

○川の中の指標生物による水質階級の判断をしよう。
　環境省の「全国水生生物調査のページ」から、指標生物の写真が掲載された資料（下敷きタイプ）を印刷す

ることができます。
　https://www2.env.go.jp/water-pub/mizu-site/mizu/suisei/etsuran/pref.html
　このような資料を防水加工（ラミネート加工）などをすると水辺で使いやすく便利です。
○石と石をぶつけたり、石の陰に追いこんだりして魚を取ってみよう。
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②沢登りをしよう。

○十分下見し、安全が確保できる
沢で、沢登りを体験させる。
安全対策　岩のかどで足を切るこ
とはないかなど、更に安全に配慮
する。

③川原の石で遊ぼう。 ○石器作り、石の粉作り、石の人形・
動物作り、チョーク石、火打ち石
見つけ等は前掲（6-9、6-11 ページ）

○石のダムづくり
　　川の中に、石を集めて、ダムを

作る。
安全対策　川遊びは危険が伴いま
す。必ず指導者と一緒に活動してく
ださい。
注　意　川によっては禁止されてい
る所もあります。禁止されていない
所であっても、遊び終わったら元に
戻しておきましょう。

２−３野原で遊ぼう。
①草花遊びをしよう。（6-4 ページ参照）

○シロツメクサを編んだ長い花輪で縄跳び
をする子どもたち、タンポポの花輪のか
んむりやうでわを作る子ら、ホウノキの
葉、ギジギシの葉、フキの葉、サトイモ
の葉でのお面大会。種々な発展的取り組
みが広がる。
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②カマキリのたまご探しをしよう。

　　いろいろな種類のカマキリのいろいろな形のたまご

③帰化植物を探そう。

④日本タンポポをさがして、タンポポ地図を作ろう。

○降る雪を予測して、たまごを生む
というのは本当か？　調べてみる
のもおもしろい。

○春にたまごからかえるとたくさん
の小さいカマキリが出てくる。

○どこにさいているかな。
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２−４森で遊ぼう。
①森の木を調べよう。
○どのような形の木があるか、どのような太さの木があるか、幹の様子はどうか、木の葉の形は？

②森の中のいろいろな音をさがそう。
○耳をすましていろいろな音を聞こう。
○聴診器で聞こう。

③落葉の下の生きものを探そう。
○落葉を上から少しずつはがしていく。
○どんな生きものがどこにいるか調べる。

④雪の上の足跡を調べよう。
○楽しいね。しっかり歩いた証拠があるよ。誰かな？
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２−５田んぼで調べよう。
①田んぼの生きもの見つけよう。

②どんなホタルがいるかな？
○ホタルのすみかを見つけよう。
○ヘイケボタル、ゲンジボタル、ヒメボタルってどこにい

るの？
○幼虫の形は？エサは？
安全対策　マムシ、ヤマカガシの危険はないか、昼の間に
チェックしておく。長靴をはく。

２−６磯で遊ぼう。
①磯の生きものを調べよう。

○どんな生きものがいるかな？
安全対策　深み、岩で足を切る等の危
険がないか気をつける。

②波うちぎわのくらしの工夫を見つけよう。
安全対策　波にさらわれる危険、足をす
べらし頭を打つ危険がないか気をつけ
る。



自
然
観
察

6-21自然観察

③生きもののくらしの跡を探そう。
○砂に残されたくらしの跡を見つけよう。

２−７種で遊ぼう。
①見つけた種を調べて、分けよう！
○種集めをする。（野原、森、公園等）
○飛んで仲間をふやす種（ワタゲ型、プロペラ型）、くっついて仲間をふやす種、ころがり落ちる種、水に浮い

て仲間をふやす種、鳥に食べられて仲間をふやす種、等に分ける。

②飛ぶ種のしくみを調べよう！

○タンポポ、ウバユリ、カエデ、アオギリ等、
代表的な飛ぶ種のしくみを調べる。

　　　虫メガネ、双眼実態顕微鏡
○絵にあらわして見る。

③くっつく種のしくみを調べよう！

○アメリカセンダングサ、ヌスビトハギ、
オナモミ等、代表的なくっついて仲間を
ふやす種のしくみを調べる。

　　　双眼実態顕微鏡、虫メガネ
○古いセーターなどにつけ、それを振り落

とそうと強い力を加えながら、自分で試
して体感する。

○くっつけ遊び、的当て等をして遊ぶ。
安全対策　首から上にはあてないよう注意
する。
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